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【学校の教育目標】 
 ◎ 夢（ゆめ）にむかって ともに学びあう学校 
  ・すすんで勉強する子 

・自分からあいさつのできる子 
・仲よくたすけあう子 
・じょうぶな子 

《今月の生活目標》 目標に向かって 協力しよう 

 

暑い夏、生き物が少なくなっている？ 
～地球沸騰化と校庭改修～ 

                                校 長  白石 德一郎 
  
 残暑お見舞い申し上げます。今年の夏も最高気温が３７度前後の猛暑日が続きました。県内でも最高気温
が３９度を超えたというニュースがありましたが、今年の７月は日本の観測史上、全国の平均気温が最も高
く４５年ぶりに記録を更新したそうです。一昔前は、気温が体温を超えるという外国のニュースを見て、お
風呂につかっているような状態なのかと驚いていましたが、日本でも命にかかわるような暑さが現実になっ
てしまいました。さらに、７月は世界の平均気温も観測史上、最も高く、７月２７日に国連のグテーレス事
務総長が「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代にある」と警鐘を鳴らしました。 
 ７月に桜環境センターの職員の方から、田んぼの水温が３５度を超えるとトウキョウダルマガエルやニホ
ンアマガエルなどのオタマジャクシが生きていけないので、生き物のために田んぼの水深を調節して、水温
が上がらないようにしているというお話を聞きました。トウキョウダルマガエルは準絶滅危惧種ですが、す
みかとなる自然環境の減少だけでなく、暑さによっても数が減っていくことを知りました。 
 九州大学准教授の丸山宗利氏が「虫がいない」という文章を書かれていました。「昆虫探しの日々で実感し
たのは『虫がいない』ということである。もちろん、まったくいないわけではないが、とにかく数が少ない。
いや、少なくなったというのが正しいだろう。（中略）温暖化は猛暑による夏季の極端な乾燥や集中豪雨など
の気候の変化をもたらし、それらが多くの昆虫の生息に打撃を与えているのだ。」とのことです。昆虫も急激
な気候の変化で数が減ってしまうかもしれないと思うと心配です。ホームセンター等に虫かごや虫網が並ん
でいますが、虫取りを楽しめる子どもたちの生活がいつまでも続くことを願います。 
 豪雨については、各地で台風、線状降水帯、ゲリラ豪雨などによる河川の氾濫、土砂崩れ、内水氾濫等の災
害が起きています。さいたま市でも急な雨量の増加の際に、雨水が一気に河川に流れないように雨水貯留施
設を増やしており、本校も学校敷地内に降った雨水を一時的に校庭に貯留できるよう、令和６年度に校庭改
修工事を行うことになりました。開校以来、樹木を増やし、トンボ池などを造成してきた経緯がありますが、
樹木剪定ができずに校庭西側の畑の日当たりが悪くなっていたり、トンボ池の維持管理に課題があったりす
るなど問題も見られます。そこで、この機会に、学校運営協議会やＰＴＡ、学校施設開放委員会の皆様など
からご意見をいただき、よりよい校庭に改修することにしました。 
 校庭改修に伴い、大きく変わる点を 
お知らせします。主な変更点について 
は、学校運営協議会等で検討を重ねて 
まいりました。９月中旬頃に決定する 
予定ですので、卒業記念樹など特別な 
樹木等についてご存知の方がおられま 
したら、情報をいただけると幸いです。 
 トンボ池は開校２０周年に校庭緑化の一環として造成され、開校３０周年にメダカ池として改修され環境
教育に活用された時期もありますが、現在、目立った生き物はおらず、この夏休みは暑さのため干上がって
いました。昨年度、存続を前提に環境整備や協議を重ねてまいりましたが、維持には費用がかかること、造
成当時とは教育課程も変わり活用が難しいこと、桜環境センターに立派なビオトープがあること等から更地
に戻すことにいたしました。これまで、トンボ池・メダカ池で学習に取り組んできた児童の皆さん、ご協力
いただきました保護者の皆様には申し訳ありませんが、ご理解をいただきますようお願いいたします。 
 昨年度、６年生を中心にたくさんの 

児童が埼玉新聞社主催のジュニア・エ 
コタイムス（環境新聞）に応募し、学 
校特別賞を受賞しました。環境教育助 

成金をいただきましたので、トンボ池 

の柵やプランター用の花台を新しくし 

ました。きれいになったトンボ池の記 

憶がいつまでも子どもたちや皆様の心 

に残ってくれたらと思います。 

学校だより  

【令和６年度の校庭改修の概要】 
１ 校庭が約４０ｃｍ低くなります。 
２ トンボ池を更地とします。 
３ 放課後児童クラブの横の雑木林（笹やぶ）を更地とする予定です。 
４ 校庭の古タイヤのうち、劣化しているタイヤを処分します。 
５ 校庭西側の遊具の近くの樹木を一部伐採します。 
６ 校庭南西角の樹木の一部（２～３本）を伐採します。 



 


